
2018 広報まいづる 8月号 1617

事 業 名 補 正 額

１号

地方創生拠点整備事業費 1,997万円

社会福祉施設整備事業費
補助金 1,350万円

災害に強い森づくり事業費 3,040万円

「明治150年」海軍ゆかり
の交流拠点整備事業費補
助金

3,200万円

補
正
予
算

▪
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
一
帯
を
「
交
流
人
口

３
０
０
万
人
・
経
済
人
口
10
万
人
」
都
市
・

舞
鶴
の
実
現
に
向
け
た
交
流
拠
点
と
し
て
整

備
・
開
発
を
行
い
、
民
間
活
力
の
導
入
に
向

け
た
公
募
条
件
な
ど
の
検
討
を
行
う
地
方
創

生
拠
点
整
備
事
業
費
、
障
害
者
が
身
近
な
地

域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
福
祉

事
業
所
が
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
整
備
に
対
し
て
支
援
を
行
う
社
会
福
祉
施

設
整
備
事
業
費
補
助
金
、
海
軍
ゆ
か
り
の
施

設
、
松
栄
館
を
東
舞
鶴
地
区
の
新
た
な
観
光

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
「
明
治
１
５
０
年
」

海
軍
ゆ
か
り
の
交
流
拠
点
整
備
事
業
費
補

助
金
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
、
２
億
３
，

８
３
７
万
円
の
増
額
。

　

こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳
入
、
歳
出
い

ず
れ
も
３
４
０
億
８
，
６
３
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

▪
特
別
会
計

❖
下
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）
…
東
浄
化

セ
ン
タ
ー
汚
泥
処
理
設
備
の
解
体
工
事
に
係

る
債
務
負
担
行
為
の
設
定
を
行
う
も
の
で
、

収
入
、
支
出
予
算
の
変
更
は
な
し
。

❖
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
１
号
）

…
９
５
５
万
円
の
増
額
で
総
額
82
億
５
，

３
０
６
万
円
。

条　

例

▪
舞
鶴
市
体
育
施
設
条
例
等
の
一
部
改
正　

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
係
る
取
り
組
み

に
伴
い
、
公
の
施
設
の
使
用
料
と
利
用
料
金

を
改
正

▪
舞
鶴
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部
改
正　

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
係
る
取
り
組
み

に
伴
い
、
市
が
徴
収
す
る
手
数
料
を
改
正

▪
舞
鶴
市
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正　

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
個
人
所
得
課

税
の
見
直
し
と
市
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
き

上
げ
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資
に
係
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
を
規
定
な
ど

▪
舞
鶴
市
農
業
公
園
条
例
の
一
部
改
正　

　

滞
在
型
市
民
農
園
の
長
期
利
用
に
係
る
敷

金
の
引
き
下
げ
と
一
時
利
用
に
係
る
利
用
料

金
の
基
準
額
を
改
正

▪
舞
鶴
市
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定　

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
し
、

必
要
な
事
項
を
規
定

▪
舞
鶴
市
言
語
と
し
て
の
手
話
の
普
及
及
び

障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

言
語
と
し
て
の
手
話
の
普
及
と
障
害
の
特

性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

利
用
の
促
進
に
関
し
、
基
本
理
念
、
市
の
施

策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
な
ど
を

規
定

▪
舞
鶴
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正　

　

伊
佐
津
川
運
動
公
園
の
管
理
を
指
定
管
理

者
が
行
う
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
に
係
る
取
り
組
み
に
伴
い
、

都
市
公
園
の
利
用
料
金
を
改
正

▪
舞
鶴
市
公
民
館
条
例
及
び
舞
鶴
市
文
化
施

設
条
例
の
一
部
改
正
等

　

大
浦
会
館
と
城
南
会
館
を
公
民
館
と
し
て

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
に
係
る
取
り
組
み
に
伴
い
、
公
民
館
の

使
用
料
と
文
化
施
設
の
利
用
料
金
を
改
正

▪
舞
鶴
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正　

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
引

用
す
る
条
項
を
改
正

▪
舞
鶴
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育
事

業
者
な
ど
に
よ
る
代
替
保
育
の
提
供
に
係
る
連

携
施
設
に
関
す
る
基
準
と
家
庭
的
保
育
事
業
に

お
け
る
食
事
の
提
供
に
関
す
る
基
準
を
改
正

▪
舞
鶴
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正　

　

関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童

支
援
員
の
要
件
を
改
正

人　

事

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
梅
原
正
昭
氏
（
69
歳
、
平
）

　
佐
織
久
子
氏
（
67
歳
、
下
東
）

　
佐
藤
明
子
氏
（
71
歳
、
浜
）

　
福
島
イ
ツ
ヨ
氏
（
68
歳
、
公
文
名
）

そ
の
他

▪
専
決
処
分
の
承
認

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）、
舞
鶴
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正

▪
工
事
請
負
契
約

　

舞
鶴
親
海
公
園
災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結

▪
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
（
仮
称
）
舞
鶴
こ
ど
も
園
整
備
工
事
の
契
約

金
額
を
変
更

▪
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

　

森
地
区
の
路
線
の
市
道
認
定
と
西
方
寺
地

区
の
市
道
路
線
の
変
更

20議案を可決・承認
市 議 会 ６月定例会　

－ 30年度補正予算など－
　市議会６月定例会が６月４日に開
会。平成 30 年度の一般・特別会計
補正予算や条例など市長提案の 20
議案を審議。原案どおり可決・承認
し、６月 28 日に閉会しました。主
な内容は次のとおり。

一般会計補正予算の主な事業
文化をつなぐミュージアム

伝統を未来へ

「舞鶴史」を担う
　　　　　４つの博物館

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
市
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
と
の
国
際
交
流
の
促
進
に
博
物
館
が
そ
の

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。日
本
人
抑
留
者
が
携

わ
っ
た
多
く
の
建
築
物
が
残
る
同
国
で
日
本
人

抑
留
者
資
料
館
を
運
営
す
る
ジ
ャ
リ
ル
・
ス
ル

タ
ノ
フ
氏
が
平
成
28
年
１
月
に
来
日
し
た
こ
と

で
、両
国
の
絆
が
深
ま
り
、こ
の
縁
が
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
柔
道
・
レ
ス
リ
ン
グ
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
誘
致
と

い
う
大
き
な
国
際
交
流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
I
C
O
M
京
都
大
会
の
プ
レ
大

会
が
９
月
に
府
北
部
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
近
隣
自
治
体
と
の
文
化
交
流
に

も
期
待
が
で
き
ま
す
。例
え
ば
郷
土
資
料
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
糸
井
文
庫
」
の
浮
世
絵
に

は
福
知
山
市
・
与
謝
野
町
・
宮
津
市
に
ま
た
が

る
大
江
山
の
鬼
の
伝
説
「
酒
呑
童
子
」
を
描
い

た
も
の
や
京
丹
後
市
が
ゆ
か
り
の
地
と
い
わ

れ
る
浦
島
太
郎
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
府
北
部
の
文
化
に
は
つ
な
が
り
発

展
す
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で

す
。

伝
統
を
未
来
へ

博
物
館
の
重
要
な
役
割
は
、
そ
の
土
地
の
特

徴
と
な
る
文
化
遺
産
の
収
集
・
保
管
・
展
示
で

す
。舞
鶴
で
は
、特
色
の
あ
る
博
物
館
が
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
遺
産
を
保
管
し
、
展
示
な
ど
を
行
う

こ
と
で「
伝
統
を
未
来
へ
」継
承
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
を
資
源
と
し

て
活
用
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。文
化
庁
は
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
前
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）

に
よ
る
経
済
効
果
も
視
野
に
入
れ
、文
化
財
の
も

つ
経
済
的
価
値
の
創
造
、活
用
に
よ
る
稼
ぐ
文
化

の
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。文
化
財
の
保
存
と
補

修
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
ほ
か
、文
化
財
の

補
修
技
術
の
継
承
、魅
力
の
発
信
や
研
究
、発
信

を
担
う
学
芸
員
の
育
成
な
ど
、文
化
財
や
文
化
を

未
来
へ
継
承
す
る
た
め
に
は
、そ
の
経
済
価
値
を

生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。本

市
の
持
つ
糸
井
文
庫
の「
浮
世
絵
」は
ク
ル
ー
ズ

客
船
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
対
し
て
の
経

済
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、文
化・芸
術
は
未
来
の
ア
ー
ト
へ
つ
な

が
る
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
日
本

画
や
浮
世
絵
は
海
を
渡
っ
て
印
象
派
の
画
家
た

ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。本
市
で
も

海
軍
ゆ
か
り
の
文
化
財
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
や
、
旧
海
軍
の
艦
艇
や
鎮
守
府
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム「
艦
隊
こ
れ
く
し
ょ
ん
」な
ど

の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
文

化
へ
発
展
し
、
観
光
誘
客
や
文
化
創
造
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
伝
統
を
未
来
へ
」の
テ
ー
マ
を
考

え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
引
揚
記
念
館
の

取
り
組
み
で
す
。全
国
の
引
揚
者
か
ら
引
き
揚

げ
の
史
実
を
語
り
継
ぎ
、
平
和
の
尊
さ
を
広
く

発
信
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
受
け
て
開
館

し
、
そ
の
後
30
年
に
わ
た
り
史
実
の
継
承
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
市
内
の
学

生
が
引
き
揚
げ
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
を
企

画
し
た
り
、
中
学
・
高
校
生
と
い
っ
た
若
い
語

り
部
が
誕
生
す
る
な
ど
、
平
和
へ
の
願
い
は
確

実
に
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
、
未
来
へ
と
託

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、文
化
振
興
、観
光
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

舞
鶴
の
博
物
館
。
I
C
O
M
舞
鶴
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
２
０
１
８
で
も
舞
鶴
や
府
北
部
と
世
界
を

つ
な
ぐ
絶
好
の
機
会
に
、
国
内
外
の
博
物
館
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
地
域
の
核
と
な
る

博
物
館
の
活
性
化
や
府
北
部
の
文
化
振
興
に
も

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
を
つ
な
ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

博
物
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
専
門
性
を

も
っ
て
貴
重
な
資
料
や
収
蔵
品
を
収
集
・
保
管

し
、
広
く
皆
さ
ん
の
た
め
に
展
示
す
る
と
と
も

に
、資
料
や
文
化
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。市
内
の
４
つ
の
博
物
館
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分

野
ご
と
の
特
色
あ
る
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。郷
土
資
料
館
で
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の

舞
鶴
の
歩
み
を
縄
文
式
土
器
か
ら
奉
納
和
船
、

浮
世
絵
な
ど
を
使
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。田

辺
城
資
料
館
は「
舞
鶴
」の
名
の
由
来
に
も
な
っ

た
田
辺
城
や
歴
代
城
主
の
細
川
・
京
極
・
牧
野
家

の
紹
介
を
は
じ
め
、
今
の
西
舞
鶴
の
ル
ー
ツ
と

も
い
え
る
城
下
町
に
つ
い
て
の
資
料
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。赤
れ
ん
が
博
物
館
で
は
、
鎮
守

府
の
設
置
を
機
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
一
気

に
近
代
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
舞
鶴
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い「
赤
れ
ん
が
」建
造
物
の
も
つ
魅

力
と
、
そ
の
歴
史
を
中
心
に
世
界
中
の
れ
ん
が

を
専
門
に
取
り
扱
う
世
界
で
も
唯
一
の
博
物
館

で
す
。そ
し
て
、引
揚
記
念
館
で
は
、終
戦
と
い
う

一
つ
の
節
目
の
陰
で
、
海
外
に
残
さ
れ
た
軍
人

や
一
般
人
の
過
酷
な
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
と
そ

の
帰
国
を
13
年
に
わ
た
り
温
か
く
迎
え
入
れ
た

舞
鶴
市
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示
。

引
揚
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史
実
を
後
世
に
語
り

継
ぎ
、ま
た
、平
和
の
願
い
を
世
界
へ
未
来
へ
発

信
し
続
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
、平
成
27
年
に
は
、

引
揚
記
念
館
収
蔵
資
料
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶

遺
産
に
登
録
さ
れ
、
引
き
揚
げ
の
史
実
は
広
く

世
界
へ
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
の
特
色
あ
る
博
物
館
が
一
体
と
な
る
こ

と
で
、舞
鶴
の
歩
み
と
、歴
史
の
全
体
像
を
網
羅

し
て
い
る
点
は
I
C
O
M
京
都
大
会
の
テ
ー

マ
で
あ
る「
文
化
を
つ
な
ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を

体
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、同
テ
ー
マ
に
は
博
物
館
が
連
携
し
、さ

ま
ざ
ま
な
人
や
組
織
を
つ
な
ぐ
と
い
う
期
待
が

世界の歴史、美術、科学などの博物館関係者が集まり、博物館の進歩と発展を目的に活動
しているI

アイコム

COM(国際博物館会議）の３年に１度の国際会議「ICOM  京都大会 2019  文化を
つなぐミュージアム‐伝統を未来へ‐」が来年京都市を中心に開催されます。これに先駆け
てテーマを深堀りし、会議のサブテーマを考える「ICOM  舞鶴ミーティング  2018」が９月30
日㈰に舞鶴市で開催されます。　 

 　　　《引揚記念館・赤れんが博物館・郷土資料館・田辺城資料館》①日本人抑留者資料館館長のスルタノフと両国の歴史を交流②「糸井文庫」
は外国人にも人気の「浮世絵」③保存と活用を促す日本遺産への認定

I COM舞鶴ミーティング

①

③②


